
令和３年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
ｻﾝｸｽｸﾘｴｰｼｮﾝ 

合同会社 
代表者 

 

高橋 清彦 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

小規模多機能の他に居宅介護支援、地域密着型通所介護、訪問介護、障害者相談支

援、有料老人ホーム、児童発達支援、放課後等デイサービスの事業所があり、令和 3

年４月からは定期巡回・随時対応型訪問介護看護のサービスも開始。幼児からお年寄

りまで様々な交流に向けて、多機能性ある柔軟な支援をし、利用者の生きる力を広げ

生活そのものを支援し、地域との関わりを大切にする。また、施設併設のカフェやア

リガト書店など地域の方々にも気軽に利用して頂けるスペースもあり、更に繋がりを

広げる取り組みをしている。 

事業所名 

ｻﾝｸｽ小規模多機能型 

居宅介護やすらぎ 

 

管理者 
 

中島 佳太 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 ４人 人 １人 １人 人 ５人 人 １２人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み-結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の 

確認 

・自己評価前の事前研修は継続

し、より評価基準に対する理

解を深め、できているという

評価にもっていけるよう全職

員で底上げを図る 

・それぞれの職員の目標を明確

化し、一人で進めるのではな

く定期面談等用いて進捗状

況、困っている事など聞き取

りしながら達成に向けて取り

組む 

・運営推進会議で利用者ニーズ

に対しての具体的な支援内容

や結果を事例を通して報告さ

せて頂く 

・自己評価前の事前研修の計画

をしっかり立てる事ができて

おらず実施できなかった。 

・サンクス全職員が職業能力評

価表で自己評価し課題を洗い

出した 

・定期面談を実施して職員のフ

ォローをした 

・運営推進会議には「ハッピー

ハット」のタイトルで実例を

掲載しお知らせした 

・前回できなかった事に対して

計画的に真剣に改善しようと

取り組んでいるのが分かりま

した 

・具体的な計画が立てられてい

て 

１つずつ確実に取り組んで頂

いている様子が分かりました 

・利用者の軒下マップができる

と地域との繋がりなどが、職

員間で共有しやすくなると思

うので進めて頂けるといいな

と考えてます 

・日々努力をして改善計画など

を具体的に立てるなど事業所

全体で取り組んでいる姿勢が

良くわかります。全項目に言

える事と思います 

 

・利用者が地域で生活をする事

ができるように人間関係や地

域資源、社会資源を知り、利

用者の軒下マップを担当チー

ムが主になり作成し、標準的

な資料として活用していく 

・自己評価前の事前研修は年間

の研修に位置付け、研修を実

施する。その他にも制度に関

する研修(生活保護・成年後見

制度)、権利擁護・プライバシ

ー保護・個人情報の保護に関

する研修等も計画し職員のス

キルアップを図る 

・ハッピーハットが多くなると

職員のモチベーションも上が

るので、引き続きハッピーハ

ットに視点を置き取り組む 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・定期的な施設内外の環境整備 

・今後もコロナ感染予防対策の 

 環境を整えながらも季節感・

生活感を取り入れ居心地が良

く安全に過ごして頂ける環境 

・定期的な環境整備を行った 

施設内床ワックス掛け 年／1 回 

風呂掃除(カビ取り等) 月／２回 

施設外草刈り 年／１回 

年末大掃除（施設内外） 

 

・事業所に立ち寄りやすい環境

と感染対策とでご苦労されて

いると思いますが地域の方が

頼りに立ち寄れる環境の継続

をお願いします 

・利用者の生活の場で仕事をさ

せて頂いているという気持ち

を忘れず接遇を心掛け安心し

て過ごして頂ける環境づくり

を目指す 



づくりを継続していく 

 

・地域の方々にも実際の活動風

景や実施している環境整備の

内容の見える化を工夫する 

（プライバシーの事もあるので

遠目から写真を取り記録に残

す） 

施設内消毒と換気 毎日／４回

（１０時・１２時・１５時・１

８時） 

・環境整備は計画通り行えたが 

 写真を撮るなどの記録を残す

という事までには至らなかっ

た 

・環境的に分かりやすい場所に

ある、一方事業拡大に伴い、

物の置くスペースの数（整

理）に課題ありかなと考えて

ます 

・事業所内の雰囲気はとても良

いと思います玄関に入った時

の受付の方の印象は大事だと

思います 

・有料のホームを利用させてい

る家族の部屋が職員の方によ

って、とてもきれいに整理し

てくれてあるので安心しまし

た 

 

・備品等の把握と管理を行う 

（備品台帳等で管理） 

・定期的な施設内外の環境整備

を継続して行う（整理整頓） 

・新型コロナ感染予防対策を整

えた環境作りを継続して行う 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・所長、主任にも協力を仰ぎ 

 地域のイベント・行事（伊夜

比古神社の祭りなど）に参加

し    

 コミュニケーションを深め、

人間関係を築づいていく 

・一事業所としてではなくサン

クスという 1 軒の家族として

地域と関わり親密になり頼れ

る存在を今後も目指す 

・回覧等を使い、サンクスの事

を  

 宣伝させて頂き、地域の方々

にもっと知って頂く（カフ

ェ・書店・年間行事計画な

ど） 

・地域のイベントや行事に出向

き 

 出張よろず相談所を開催させ

て頂く 

・来年度はサンクスでのイベン

トや勉強会の開催もできるよ

うに予防対策を万全にした開

・今年度も行事縮小に伴い地域

の行事に参加する事はなかった 

・今年度、地区の回覧板で事業

所の活動やお知らせをする事が

できなかった 

・コロナ感染予防対策のため、

地域の方を集めたイベント・勉

強会・会議の開催は控える事と

なった 

・コロナの関係で行事への参加

が難しいという課題があるか

と思います 

・職員の方々が対応が早くとて

も熱心だと思います 

・先日、穂高の中央図書館に利

用者の作品の展示がされてお

り、事業所の紹介や利用者様

の頑張りも広く見て頂く取り

組みがされているなと感じま

した 

・事業所のスタッフが地域の行

事やイベントに参加するとい

う事は少し抵抗があるのでは

ないでしょうか？ 

・区で行っている美化活動に参

加したらどうか 

・毎月行っているクリニックの

看護師に「カフェはやってい

ますか？」と聞かれました、

コロナで閉まっている事が多

いと思いますが、開くのを楽

しみに待っている人がいるん

・利用者と一緒にできる地域活

動 計画 

例えば「散歩をしながらゴミ拾

い」「散歩をしながら回覧板を一

緒に届ける」など「サンクス」

という一軒の家族として地域と

関わっていく 

・地域の方々にサンクスの情報

や活動状況を知って頂くために

情報発信の方法として回覧板の

活用を再度試みてみる 

・広報担当は分担制にして２ヶ

月に１回広報誌発行していく 

・定期で開催されている環境美

化運動は引き続き参加させて頂

き、他の地域行事については新

型コロナ感染蔓延防止の観点等

から開催の可否について可能で

あれば参加させて頂く 

・特に有料に入所されている利

用者が楽しめる事を計画し実施

していく 



催方法を検討し実施する だなぁと思いました 

 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・担当者会議等で利用者・家族

に  

 地域との関わりについての 

ニーズを確認し把握する 

その思いに沿って具体的な 

支援の計画をし実行していく 

・運営推進会議で地域との関わ

りに対してのニーズがある方

や必要な場合の方の事例報告

をさせて頂いたり、必要でな

い方などに対しての関わりか

たは地域の方々にもアドバイ

ス頂きながら取り組んで行く 

・担当者会議や日々関りを持つ

中で、地域との関りについて確

認した。ご家庭ごとに関り方が

違い、その家庭に合わせた支援

を行う事ができた 

※「一人暮らしの方」に対して

地域、近所の方はとても気にさ

れている、ご近所から行政への

連絡もされていたり、民生委員

の方々の関りがとても大きいと

感じるケースがあった、今後更

に小規模多機能と民生委員の

方々、行政との日々の連携が大

事になった 

・閉じ込めについて、改善や状

況の分析が必要かと思います 

・オレンジカフェの取組等、継

続して頂ければと思います 

・コロナの関係で今はなかなか

難しいと思います終息したら

また取り組んで頂ければと思

います 

・包括が抱えている課題につい

ても自分のことのように関心

を示して頂き感謝しておりま

す 

・事業所の利用者以外の方、心

配な方に出向いて具体的な支

援をするという事はできる事

でしょうか？事業所内の利用

者の支援で精一杯ではないで

しょうか？ 

 

・利用者本人の地域での暮らし

のニーズを把握し柔軟な支援が

できるように職員の人員配置・

実施日時、具体的支援内容を事

前に計画して実行していく（そ

の時のコロナの状況でできる事

も限られるかもしれないが上司

と相談しながら状況に応じた最

善の支援を行う） 

・利用者以外のご近所の心配な

方の支援は小規模多機能だけで

はできない事であり、今後も地

域包括支援センター・民生委員

の方々・地域住民の方々とネッ

トワークを作りながら取り組ん

でいく 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・小規模の強み（特徴）を知っ

て頂く為に他のサービスとの

比較事例を寸劇動画などで分

かりやすく説明できる工夫を

する 

・サンクスでのイベントや行事

の  

 開催にあたって、行ってみた

くなるようなアイデアなど

様々な意見を地域の方にお聞

きしながら形にしていく 

・看護、介護職員も会議に参加

し日頃の話しをさせて頂いた

り、 写真や映像を見たりし

・コロナ感染防止の観点から会

議が書面開催になった事もあり

前回の改善計画は達成できなか

ったが報告書の内容を工夫すれ

ばできる事もあった 

・地域の心配な方の事例検討は

どういった内容で行っている

のか知りたいと思います 

・運営推進会議がきっかけにな

り防災の協力体制につながっ

たり事例の検討もされてお

り、会議を地域とのかかわり

に活用されていると思いま

す、この会議の内容を職員さ

んへも共有して頂くと職員さ

んの取組意識が少し違うかも

しれません 

・運営推進会議に出席し、事業

所の取組内容が理解できます 

・コロナ感染防止の観点から会

議は今後も書面開催が予想され

るので小規模多機能についての

説明や看護・介護職員からの利

用者の様子や活動状況の報告

（写真なども添付する）地域の

皆さんに相談したい事などを記

載して報告書の内容を工夫して

いく 

・全体ミーティングで運営推進

会議の内容を職員間でも共有し

て事業所全体で取り組んでいけ

る環境をつくる 



ながら日常の様子を知って頂

く工夫をする 

・地域と一体となり取り組まれ

ている姿勢が理解できました 

・地域の方の意見を聞くことで

少しでも事業所を運営して行

く助けになればいいのではな

いでしょうか 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・防災計画や取り組の内容を知

っ 

 て頂く為に訓練の様子の写真

など見ながら解説させて頂い

たり、地域との合同避難訓練

を計画し、実際に参加しても

らい連携をとりながら知って

頂く 

・備蓄品のリスト作成や、避難

場所としての具体的な計画内

容などを地域の方にも情報共

させて頂き頼りになる事業所

を目指す 

・保健所に助言頂いた内容を取

り入れた感染予防対策を事業所

全体で継続していく 

・避難訓練の実施記録書は作成

しているが、撮影担当の人員の

確保ができておらず写真・動画

などの記録を残すことができな

かった、 

運営推進会議の報告書に訓練の

具体的な実施内容の掲載ができ

ていなかった 

・会社全体の備品リストの作成

はしてあるが小規模・有料のリ

ストは作成していなかった 

・11 月の運営推進会議で地域と

の合同避難訓練の件を議題とし

た、その結果富田地区とサンク

スの間で防災協定を結ぶ事がで

きた 

・保健所に感染予防対策の助言

をもらった内容を実施する事が

できた 

 

手洗い・うがいをする時、洗面

台は一人ずつ使用する 

手拭きペーパーは壁掛けにして

衛生面に配慮する 

次亜塩素酸消毒液を使った床掃

除とテーブル・手すり・ドアノ

ブの定時の消毒 

定時の換気 

テーブル・座席配置の工夫 

・防災・災害対策はコロナの関

係で難しかったでしょうか、

コロナ禍でも実施可能な内容

の検討も必要かと思っていま

す 

・非常災害に感染予防も取り入

れ、計画を進めて頂きたいと

思いますが「運営」の項目で

有事の際の地域との協力が進

んでいるが職員の評価にでき

ていない、あまりできていな

いの声が多いので情報共有を

進めて頂ければと思います 

・防災は大事な事ですが、日々

の忙しさに追われたりすると

準備を怠りがちになってしま

うものですが、毎回こうやっ

て 

チェックして頂いてるので家

族としては安心です 

・いざという時には「それぞれ

がまず自分の身を守る」とい

うふうになってしまうのでサ

ンクスさんが普段からしっか

り防災に取り組んで頂いてい

るので良かったと思いますこ

れからもよろしくお願いしま

す 

 

・避難訓練の際は撮影担当者も

配置して撮影を行う、実施内容

の記録と写真でも記録を残し、

情報の提示と保管を徹底して行

う 

・小規模・有料の備品リストを

作成する 

【医療品】 

血圧計・体温計・サチュレーシ

ョン・その他 

【介護品】 

排泄用品関連・ポータブルトイ

レ・バケツ・その他 

【食事関係】 

缶詰・レトルト食品・水（利用

者各居室に保管） 

・事業所内でできる感染予防対

策を今後も継続していく 


